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20 人の OSAS 患者（男性, 年齢 60.3±10.3 歳, BMI:25.9±4.6kg/m2, AHI:41.5±18.6
回/時間）を対象とした．夜間ポリソムノグラフィ睡眠試験の前に 100μl の唾液サン




析を行った．統計学的有意差は p＜0.05 とした． 
 
 
結   果 




に PC 濃度は低呼吸指数，HT/DBT と負の相関(r=−0.45，p=0.04), (r=−0.6，p=0.004)
があったが，無呼吸指数や AHI とは相関を認めなかった(p>0.08)． 
 
 
考   察 
OSAS 患者では唾液中の PC 濃度が上昇すると表面張力が低下することが示された．
また，PC 濃度の上昇は低呼吸指数を減らし，上気道開通性の指標である HT/DBT と






結   論 
唾液中のPC濃度の上昇はOSAS患者で表面張力を低下させ上気道開通性を増大させ
る． 
 
 
 
 
